
ま
で
を
生
産
者
が
手
掛
け
る
「
売
る
農
業
」
の
構
築
を
目

指
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
企
業
的
農
業
、
す
な
わ
ち

作
る
農
業
か
ら
売
る
農
業
で
、「
作
っ
て
、
加
工
し
て
、

食
べ
て
も
ら
っ
て
、
売
る
」
と
い
う
い
わ
ゆ
る
〝
藤
沢
型

農
業
〞
と
い
う
も
の
だ
。

国
営
藤
沢
開
拓
建
設
事
業

　

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
国
営
農
地
開
発
事
業
計
画
は
、

雑
木
林
等
の
未
墾
地
を
開
拓
し
て
六
八
四
ha
の
農

地
を
造
成
、
併
せ
て
既
耕
地
五
七
ha
の
区
画
整
理
も

一
体
的
に
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
用
水
源
と

し
て
相
川
ダ
ム
と
千
松
ダ
ム
の
二
つ
の
ダ
ム
を
建

設
し
、
揚
水
機
場
、
幹
線
用
排
水
路
、
農
道
を
整
備

す
る
。

　

か
つ
て
「
白
河
以
北
一
山
百
文
」
と
言
わ
れ
た
東

北
の
地
、
藤
沢
町
の
雑
木
林
と
原
野
は
、
用
水
を
完

備
し
た
大
型
ほ
場
と
な
り
、
地
域
の
巨
大
な
共
有
資

産
に
様
変
わ
り
し
た
。

　

国
営
事
業
は
一
七
年
の
歳
月
を
か
け
て
平
成
十

年
に
完
了
し
、
ダ
ム
な
ど
の
基
幹
施
設
は
現
在
、
藤

沢
土
地
改
良
区
が
管
理
し
て
い
る
。

岩
手
名
産
の
り
ん
ご
栽
培

　

農
地
造
成
で
は
、
麦
や
野
菜
、
飼
料
畑
の
ほ
か
に

リ
ン
ゴ
な
ど
の
樹
園
地
も
二
〇
〇
ha
ほ
ど
が
造
成

さ
れ
た
。
リ
ン
ゴ
農
家
で
農
事
組
合
法
人
岩
手
本
郷
果
樹

を
経
営
し
て
い
る
小
山
武
氏
（
藤
沢
土
地
改
良
区
第
一
理

事
）
は
、
松
林
や
入
会
の
雑
木
林
を
国
営
農
地
開
発
で
開

墾
し
て
昭
和
五
十
九
年
に
一
七
ha
を
所
有
し
、
う
ち
一
一

ha
に
リ
ン
ゴ
一
六
品
種
、
計
五
四
〇
〇
本
を
植
栽
し
て
い

る
。
一
六
品
種
の
う
ち
約
半
分
が
ふ
じ
。
二
〇
年
前
か
ら

矮
化
栽
培
に
し
て
三
七
年
目
に
入
る
。

　

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
配
水
口
か
ら
ホ
ー
ス
か
ん
が
い
に
よ

り
六
〜
八
月
に
か
ん
水
作
業
。
早
生
、
中
生
、
晩
生
と
か

ん
水
時
期
が
集
中
し
な
い
よ
う
に
植
栽
。
消
毒
防
除
は
ス

ピ
ー
ド
ス
プ
レ
イ
ヤ
を
三
台
所
有
し
、
全
体
で
五
〇
台
分

の
防
除
用
水
を
消
費
す
る
。

　

市
場
を
見
な
が
ら
戦
略
的
な
農
業
法
人
経
営
を
実
施
す

る
。
経
営
者
に
よ
っ
て
戦
略
が
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
的
な
農
業
経
営
が
、
い
わ
ゆ
る
〝
藤
沢
型
農
業
〞
だ
。

最
近
は
販
売
所
な
ど
で
の
直
販
の
ほ
か
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
へ
の
直
接
販
売
、
贈
答
品
と
し
て
沖
縄
や

フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
に
も
販
路
を
拡
げ
る
。

　

年
間
の
売
上
げ
目
標
は
一
億
円
と
の
こ
と
だ
が
、
昨
年

は
五
〜
六
千
万
円
く
ら
い
。
年
間
五
〜
六
人
を
通
年
雇
用

し
、
季
節
的
な
繁
忙
期
に
は
一
三
〜
一
四
人
を
雇
用
す
る
。

後
継
者
は
子
息
に
な
る
が
、
経
営
し
て
い
く
に
は
出
荷
額

で
年
間
五
〇
万
円
/
一
〇
a
は
必
要
と
話
す
。

有
機
農
業
の
里

　

造
成
地
に
は
畜
産
施
設
も
立
地
し
て
い
る
。
肉
牛
が

二
〇
ha
、
鶏
が
一
五
ha
、
豚
が
一
五
ha
の
施
設
を
占
め
て

い
る
。
造
成
さ
れ
た
農
地
で
は
、
化
学
肥
料
や
農
薬
の
使

用
実
績
が
元
々
な
い
と
い
う
新
規
開
墾
畑
の
特
性
と
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
畜
産
施
設
か
ら
生
産
さ
れ

る
一
万
七
千
ト
ン
の
堆
肥
を
投
入
し
て
有
機
農
業
を
展
開
。

麦
、
大
豆
、
野
菜
等
の
畑
八
五
ha
が
有
機
栽
培
の
認
証
を

受
け
、
地
区
内
の
牧
場
か
ら
耕
畜
連
携
に
よ
り
無
償
で
堆

肥
が
安
定
的
に
供
給
さ
れ
て
い
る
。

　

事
業
を
契
機
に
ハ
ー
ブ
、
有
機
栽
培
小
麦
、
ピ
ー
マ
ン
、

りんご収穫 岩手本郷果樹の小山武氏と藤沢土地改良区の藤代次長

そ
の
熱
き
思
い

　

昭
和
五
十
年
の
師
走
、
そ
の
出
会
い
が
こ
の
事
業
の
始

ま
り
だ
っ
た
。
当
時
は
藤
沢
町
（
現
在
は
一
関
市
）
の
助

役
だ
っ
た
佐
藤
守
氏
（
後
に
町
長
）
が
、
住
民
参
加
方
式

で
策
定
し
た
藤
沢
町
の
振
興
計
画
を
引
っ
さ
げ
て
、
農
林

地
一
体
化
事
業
の
導
入
を
目
指
し
、
岩
手
県
庁
に
行
っ
た

そ
の
足
で
東
北
農
政
局
計
画
部
に
乗
り
込
ん
だ
時
だ
っ
た
。

農
政
局
の
当
時
の
及
川
勉
計
画
課
長
（
後
の
江
刺
市
長
）

が
佐
藤
助
役
の
説
明
を
聞
く
や
い
な
や
「
い
や
、
助
役
さ

ん
、
こ
れ
ほ
ど
の
計
画
が
あ
る
の
な
ら
国
営
事
業
を
導
入

さ
れ
た
ら
い
か
が
で
す
か
。」
と
言
っ
た
。
こ
の
さ
り
げ

な
い
一
言
が
、
国
営
事
業
導
入
の
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。

　

か
く
し
て
そ
の
熱
き
思
い
は
動
き
出
し
、
計
画
調
査
三

年
、
全
体
実
施
設
計
二
年
を
一
年
で
切
り
上
げ
、
昭
和

五
十
七
年
か
ら
事
業
が
ス
タ
ー
ト
す
る
に
至
っ
た
。

藤
沢
型
農
業

　

岩
手
県
南
部
に
位
置
す
る
東
磐
井
郡
藤
沢
町
の
地
域
は
、

波
状
に
広
が
る
丘
陵
台
地
の
た
め
も
と
も
と
耕
地
は
分
散

し
、
零
細
で
未
整
備
の
所
が
多
く
、
加
え
て
年
間
降
水
量

が
少
な
い
た
め
に
水
利
に
も
恵
ま
れ
ず
、
効
率
的
な
営
農

を
行
う
上
で
大
き
な
障
害
を
抱
え
て
い
た
。

　

当
時
、
藤
沢
町
で
は
、
町
内
四
三
集
落
、
住
民

一
万
二
千
人
が
夢
と
抱
負
を
語
っ
た
住
民
参
加
方
式
で
住

民
手
づ
く
り
の
振
興
計
画
が
立
て
ら
れ
た
。
そ
れ
は
消
費

者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
農
畜
産
物
の
生
産
・
加
工
・
販
売

農
を
拓
き
、水
を
創
り
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ま
で
を
生
産
者
が
手
掛
け
る
「
売
る
農
業
」
の
構
築
を
目

指
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
企
業
的
農
業
、
す
な
わ
ち

作
る
農
業
か
ら
売
る
農
業
で
、「
作
っ
て
、
加
工
し
て
、

食
べ
て
も
ら
っ
て
、
売
る
」
と
い
う
い
わ
ゆ
る
〝
藤
沢
型

農
業
〞
と
い
う
も
の
だ
。

国
営
藤
沢
開
拓
建
設
事
業

　

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
国
営
農
地
開
発
事
業
計
画
は
、

雑
木
林
等
の
未
墾
地
を
開
拓
し
て
六
八
四
ha
の
農

地
を
造
成
、
併
せ
て
既
耕
地
五
七
ha
の
区
画
整
理
も

一
体
的
に
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
用
水
源
と

し
て
相
川
ダ
ム
と
千
松
ダ
ム
の
二
つ
の
ダ
ム
を
建

設
し
、
揚
水
機
場
、
幹
線
用
排
水
路
、
農
道
を
整
備

す
る
。

　

か
つ
て
「
白
河
以
北
一
山
百
文
」
と
言
わ
れ
た
東

北
の
地
、
藤
沢
町
の
雑
木
林
と
原
野
は
、
用
水
を
完

備
し
た
大
型
ほ
場
と
な
り
、
地
域
の
巨
大
な
共
有
資

産
に
様
変
わ
り
し
た
。

　

国
営
事
業
は
一
七
年
の
歳
月
を
か
け
て
平
成
十

年
に
完
了
し
、
ダ
ム
な
ど
の
基
幹
施
設
は
現
在
、
藤

沢
土
地
改
良
区
が
管
理
し
て
い
る
。

岩
手
名
産
の
り
ん
ご
栽
培

　

農
地
造
成
で
は
、
麦
や
野
菜
、
飼
料
畑
の
ほ
か
に

リ
ン
ゴ
な
ど
の
樹
園
地
も
二
〇
〇
ha
ほ
ど
が
造
成

さ
れ
た
。
リ
ン
ゴ
農
家
で
農
事
組
合
法
人
岩
手
本
郷
果
樹

を
経
営
し
て
い
る
小
山
武
氏
（
藤
沢
土
地
改
良
区
第
一
理

事
）
は
、
松
林
や
入
会
の
雑
木
林
を
国
営
農
地
開
発
で
開

墾
し
て
昭
和
五
十
九
年
に
一
七
ha
を
所
有
し
、
う
ち
一
一

ha
に
リ
ン
ゴ
一
六
品
種
、
計
五
四
〇
〇
本
を
植
栽
し
て
い

る
。
一
六
品
種
の
う
ち
約
半
分
が
ふ
じ
。
二
〇
年
前
か
ら

矮
化
栽
培
に
し
て
三
七
年
目
に
入
る
。

　

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
配
水
口
か
ら
ホ
ー
ス
か
ん
が
い
に
よ

り
六
〜
八
月
に
か
ん
水
作
業
。
早
生
、
中
生
、
晩
生
と
か

ん
水
時
期
が
集
中
し
な
い
よ
う
に
植
栽
。
消
毒
防
除
は
ス

ピ
ー
ド
ス
プ
レ
イ
ヤ
を
三
台
所
有
し
、
全
体
で
五
〇
台
分

の
防
除
用
水
を
消
費
す
る
。

　

市
場
を
見
な
が
ら
戦
略
的
な
農
業
法
人
経
営
を
実
施
す

る
。
経
営
者
に
よ
っ
て
戦
略
が
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
的
な
農
業
経
営
が
、
い
わ
ゆ
る
〝
藤
沢
型
農
業
〞
だ
。

最
近
は
販
売
所
な
ど
で
の
直
販
の
ほ
か
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
へ
の
直
接
販
売
、
贈
答
品
と
し
て
沖
縄
や

フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
に
も
販
路
を
拡
げ
る
。

　

年
間
の
売
上
げ
目
標
は
一
億
円
と
の
こ
と
だ
が
、
昨
年

は
五
〜
六
千
万
円
く
ら
い
。
年
間
五
〜
六
人
を
通
年
雇
用

し
、
季
節
的
な
繁
忙
期
に
は
一
三
〜
一
四
人
を
雇
用
す
る
。

後
継
者
は
子
息
に
な
る
が
、
経
営
し
て
い
く
に
は
出
荷
額

で
年
間
五
〇
万
円
/
一
〇
a
は
必
要
と
話
す
。

有
機
農
業
の
里

　

造
成
地
に
は
畜
産
施
設
も
立
地
し
て
い
る
。
肉
牛
が

二
〇
ha
、
鶏
が
一
五
ha
、
豚
が
一
五
ha
の
施
設
を
占
め
て

い
る
。
造
成
さ
れ
た
農
地
で
は
、
化
学
肥
料
や
農
薬
の
使

用
実
績
が
元
々
な
い
と
い
う
新
規
開
墾
畑
の
特
性
と
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
畜
産
施
設
か
ら
生
産
さ
れ

る
一
万
七
千
ト
ン
の
堆
肥
を
投
入
し
て
有
機
農
業
を
展
開
。

麦
、
大
豆
、
野
菜
等
の
畑
八
五
ha
が
有
機
栽
培
の
認
証
を

受
け
、
地
区
内
の
牧
場
か
ら
耕
畜
連
携
に
よ
り
無
償
で
堆

肥
が
安
定
的
に
供
給
さ
れ
て
い
る
。

　

事
業
を
契
機
に
ハ
ー
ブ
、
有
機
栽
培
小
麦
、
ピ
ー
マ
ン
、

りんご収穫 岩手本郷果樹の小山武氏と藤沢土地改良区の藤代次長

そ
の
熱
き
思
い

　

昭
和
五
十
年
の
師
走
、
そ
の
出
会
い
が
こ
の
事
業
の
始

ま
り
だ
っ
た
。
当
時
は
藤
沢
町
（
現
在
は
一
関
市
）
の
助

役
だ
っ
た
佐
藤
守
氏
（
後
に
町
長
）
が
、
住
民
参
加
方
式

で
策
定
し
た
藤
沢
町
の
振
興
計
画
を
引
っ
さ
げ
て
、
農
林

地
一
体
化
事
業
の
導
入
を
目
指
し
、
岩
手
県
庁
に
行
っ
た

そ
の
足
で
東
北
農
政
局
計
画
部
に
乗
り
込
ん
だ
時
だ
っ
た
。

農
政
局
の
当
時
の
及
川
勉
計
画
課
長
（
後
の
江
刺
市
長
）

が
佐
藤
助
役
の
説
明
を
聞
く
や
い
な
や
「
い
や
、
助
役
さ

ん
、
こ
れ
ほ
ど
の
計
画
が
あ
る
の
な
ら
国
営
事
業
を
導
入

さ
れ
た
ら
い
か
が
で
す
か
。」
と
言
っ
た
。
こ
の
さ
り
げ

な
い
一
言
が
、
国
営
事
業
導
入
の
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。

　

か
く
し
て
そ
の
熱
き
思
い
は
動
き
出
し
、
計
画
調
査
三

年
、
全
体
実
施
設
計
二
年
を
一
年
で
切
り
上
げ
、
昭
和

五
十
七
年
か
ら
事
業
が
ス
タ
ー
ト
す
る
に
至
っ
た
。

藤
沢
型
農
業

　

岩
手
県
南
部
に
位
置
す
る
東
磐
井
郡
藤
沢
町
の
地
域
は
、

波
状
に
広
が
る
丘
陵
台
地
の
た
め
も
と
も
と
耕
地
は
分
散

し
、
零
細
で
未
整
備
の
所
が
多
く
、
加
え
て
年
間
降
水
量

が
少
な
い
た
め
に
水
利
に
も
恵
ま
れ
ず
、
効
率
的
な
営
農

を
行
う
上
で
大
き
な
障
害
を
抱
え
て
い
た
。

　

当
時
、
藤
沢
町
で
は
、
町
内
四
三
集
落
、
住
民

一
万
二
千
人
が
夢
と
抱
負
を
語
っ
た
住
民
参
加
方
式
で
住

民
手
づ
く
り
の
振
興
計
画
が
立
て
ら
れ
た
。
そ
れ
は
消
費

者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
農
畜
産
物
の
生
産
・
加
工
・
販
売

農
を
拓
き
、水
を
創
り
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ム
（
相
川
ダ
ム
、
千
松
ダ
ム
、
金
越
沢
ダ
ム
）
に
つ
い
て

各
々
の
「
ダ
ム
カ
レ
ー
」
を
企
画
し
、
町
内
の
レ
ス
ト
ラ

ン
で
提
供
さ
れ
て
い
る
。
ご
飯
を
堤
体
、
ル
ー
を
ダ
ム
湖

に
見
立
て
、
温
野
菜
で
緑
豊
か
な
森
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
て
、

使
用
さ
れ
て
い
る
食
材
の
大
半
が
地
元
産
、
そ
の
う
ち
の

相
川
ダ
ム
カ
レ
ー
に
は
近
く
の
館
ヶ
森
ア
ー
ク
牧
場
で
育

て
た
館
ヶ
森
高
原
豚
の
ロ
ー
ス
か
つ
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

ダ
ム
愛
好
者
に
人
気
が
あ
る
ダ
ム
カ
ー
ド
も
併
せ
て
配
布

し
て
い
る
。

相
川
ダ
ム

　

こ
こ
で
国
営
藤
沢
開
拓
建
設
事
業
で
建
設
さ
れ
た
二
つ

の
ダ
ム
の
う
ち
、
相
川
ダ
ム
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。
相

川
ダ
ム
は
、
平
成
五
年
度
か
ら
十
年
度
に
か
け
て
国
営
農

地
開
発
事
業
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
。
一
級
河
川
北
上
川

水
系
相
川
に
造
ら
れ
た
総
貯
水
量
一
、七
七
〇
千
㎥ 
、
有

効
貯
水
量
一
、六
〇
〇
千
㎥ 
、
堤
高
四
〇
・
三
m
、
堤
長

一
六
八
・
〇
m
の
中
心
遮
水
ゾ
ー
ン
型
フ
ィ
ル
ダ
ム
で
あ

る
。
そ
の
ダ
ム
サ
イ
ト
と
貯
水
池
は
岩
手
、
宮
城
の
両
県

境
に
ま
た
が
り
、流
域
面
積
は
五
・
六
㎢  
。
ダ
ム
下
流
の
相

川
揚
水
機
場
を
経
由
し
て
受
益
地
の
う
ち
三
八
六
ha
の
農

地
に
用
水
を
供
給
し
て
い
る
。

　

ダ
ム
サ
イ
ト
の
基
盤
地
質
は
、
古
生
代
二
畳
紀
系
の
基

盤
岩
に
新
第
三
〜
四
紀
系
が
帯
状
に
分
布
し
て
い
て
所
々

に
断
層
を
挟
む
。
左
岸
地
山
の
リ
ム
部
に
は
深
さ
一
〇
m

ま
で
高
透
水
性
の
強
風
化
礫
岩
が
分
布
し
て
お
り
、
こ
の

部
分
は
グ
ラ
ウ
チ
ン
グ
に
よ
る
処
理
が
難
し
い
た
め
、
洪

水
吐
ク
レ
ス
ト
部
か
ら
上
流
側
地
山
に
延
長
約
七
八
m
に

わ
た
っ
て
連
続
地
中
壁
を
構
築
し
た
。
施
工
は
機
械
式
撹

拌
掘
削
工
法
（
S
M
W
工
法
）
に
よ
り
、
最
大
深
度

一
三
m
ま
で
の
ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト
柱
列
壁
を
造
成
し
た
。

連
続
地
中
壁
の
下
端
か
ら
さ
ら
に
二
〇
〜
四
〇
m
深
部
の

部
分
は
カ
ー
テ
ン
グ
ラ
ウ
チ
ン
グ
に
よ
り
基
礎
処
理
を

行
っ
て
い
る
。

　

堤
体
の
盛
立
に
あ
た
っ
て
は
、
様
々
な
工
夫
を
行
っ
て

い
る
。
一
つ
は
コ
ン
タ
ク
ト
ク
レ
イ
材
張
り
付
け
装
置
の

ダム標準断面図

相川ダムカレー

小
松
菜
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
等
の
野
菜
栽
培
、
放
し
飼
い
に

よ
る
鶏
飼
育
、
多
様
な
農
畜
産
物
の
生
産
や
農
畜
産
物
加

工
品
の
製
造
・
販
売
に
取
り
組
む
。

　

産
地
直
売
所
の
設
置
や
独
自
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
農
産
物

の
販
売
、
リ
ン
ゴ
の
木
の
オ
ー
ナ
ー
制
の
導
入
、
リ
ン
ゴ

狩
り
な
ど
の
取
り
組
み
も
実
施
。
造
成
さ
れ
た
農
地
を
活

用
し
て
、
観
光
農
園
な
ど
消
費
者
の
「
買
う
」、「
食
べ
る
」、

「
体
験
す
る
」、「
見
学
す
る
」
な
ど
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
い
る
。
受
益
地
内
の

館
ヶ
森
エ
リ
ア
へ
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
観
光
客
入
込

数
は
年
間
約
二
二
万
人
だ
。

多
角
的
経
営
の
畜
産
施
設
も
立
地

　

そ
の
一
角
の
「
館
ヶ
森
ア
ー
ク
牧
場
」
で
は
、
館
ヶ
森

高
原
豚
の
保
存
料
・
発
色
剤
無
添
加
の
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー

ジ
が
敷
地
内
の
ハ
ム
工
房
で
加
工
さ
れ
販
売
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
隣
接
す
る
農
地
で
は
小
麦
が
無
農
薬
有
機
栽
培
さ

れ
て
、
そ
の
小
麦
か
ら
手
づ
く
り
パ
ン
が
焼
か
れ
て
販
売

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
品
質
は
高
く
評
価
さ
れ
、
広
く

仙
台
な
ど
の
ほ
か
東
京
、
関
西
方
面
に
も
販
売
さ
れ
て
い

る
。
二
〇
一
七
年
、
二
〇
一
九
年
に
は
J
G
A
P
認
証
を

取
得
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
は
、
敷
地
内
の
「
自
然

食
レ
ス
ト
ラ
ン 

テ
ィ
ル
ズ
」（
二
〇
二
〇
年
に
東
北
初
の

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
レ
ス
ト
ラ
ン
認
証
を
取
得
）
で
も
味
わ
う

こ
と
が
で
き
る
。

　
地
域
の
共
有
財
産
と
し
て

　

そ
の
よ
う
な
経
営
を
可
能
と
し
て
い
る
イ
ン
フ
ラ
基
盤

の
農
地
、
農
道
、
ダ
ム
等
の
か
ん
が
い
施
設
は
、
あ
の
熱

き
思
い
の
下
に
こ
の
地
域
の
共
有
財
産
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
地
域
の
共
有
財
産
と
し
て
関
心
を
深
め
る

た
め
に
、
ダ
ム
、
水
路
施
設
な
ど
の
草
刈
り
で
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
ア
ド
プ
ト
（
養
子
縁
組
）
制
度
を
活
用
し
、

地
域
の
中
で
愛
着
を
醸
成
す
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

る
。
相
川
ダ
ム
の
ダ
ム
サ
イ
ト
に
な
っ
た
所
に
は
正
坊
滝

と
い
う
落
差
四
m
の
滝
が
あ
り
、
そ
の
滝
壺
に
は
正
坊
と

い
う
巨
大
ウ
ナ
ギ
が
棲
息
し
て
い
た
と
い
う
言
い
伝
え
が

あ
る
。
そ
の
伝
説
か
ら
名
が
付
い
た
貯
水
湖
の
「
ま
さ
ぼ

う
湖
」
で
は
毎
年
ま
さ
ぼ
う
湖
祭
が
開
催
さ
れ
、
ダ
ム
施

設
の
一
般
公
開
や
ダ
ム
湖
周
辺
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　

藤
沢
町
住
民
自
治
協
議
会
の
若
者
グ
ル
ー
プ

「
F
E
S
T
」
は
、
町
内
に
あ
る
三
つ
の
か
ん
が
い
用
ダ

館ヶ森アーク牧場

加工品販売
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ム
（
相
川
ダ
ム
、
千
松
ダ
ム
、
金
越
沢
ダ
ム
）
に
つ
い
て

各
々
の
「
ダ
ム
カ
レ
ー
」
を
企
画
し
、
町
内
の
レ
ス
ト
ラ

ン
で
提
供
さ
れ
て
い
る
。
ご
飯
を
堤
体
、
ル
ー
を
ダ
ム
湖

に
見
立
て
、
温
野
菜
で
緑
豊
か
な
森
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
て
、

使
用
さ
れ
て
い
る
食
材
の
大
半
が
地
元
産
、
そ
の
う
ち
の

相
川
ダ
ム
カ
レ
ー
に
は
近
く
の
館
ヶ
森
ア
ー
ク
牧
場
で
育

て
た
館
ヶ
森
高
原
豚
の
ロ
ー
ス
か
つ
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

ダ
ム
愛
好
者
に
人
気
が
あ
る
ダ
ム
カ
ー
ド
も
併
せ
て
配
布

し
て
い
る
。

相
川
ダ
ム

　

こ
こ
で
国
営
藤
沢
開
拓
建
設
事
業
で
建
設
さ
れ
た
二
つ

の
ダ
ム
の
う
ち
、
相
川
ダ
ム
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。
相

川
ダ
ム
は
、
平
成
五
年
度
か
ら
十
年
度
に
か
け
て
国
営
農

地
開
発
事
業
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
。
一
級
河
川
北
上
川

水
系
相
川
に
造
ら
れ
た
総
貯
水
量
一
、七
七
〇
千
㎥ 
、
有

効
貯
水
量
一
、六
〇
〇
千
㎥ 
、
堤
高
四
〇
・
三
m
、
堤
長

一
六
八
・
〇
m
の
中
心
遮
水
ゾ
ー
ン
型
フ
ィ
ル
ダ
ム
で
あ

る
。
そ
の
ダ
ム
サ
イ
ト
と
貯
水
池
は
岩
手
、
宮
城
の
両
県

境
に
ま
た
が
り
、流
域
面
積
は
五
・
六
㎢  
。
ダ
ム
下
流
の
相

川
揚
水
機
場
を
経
由
し
て
受
益
地
の
う
ち
三
八
六
ha
の
農

地
に
用
水
を
供
給
し
て
い
る
。

　

ダ
ム
サ
イ
ト
の
基
盤
地
質
は
、
古
生
代
二
畳
紀
系
の
基

盤
岩
に
新
第
三
〜
四
紀
系
が
帯
状
に
分
布
し
て
い
て
所
々

に
断
層
を
挟
む
。
左
岸
地
山
の
リ
ム
部
に
は
深
さ
一
〇
m

ま
で
高
透
水
性
の
強
風
化
礫
岩
が
分
布
し
て
お
り
、
こ
の

部
分
は
グ
ラ
ウ
チ
ン
グ
に
よ
る
処
理
が
難
し
い
た
め
、
洪

水
吐
ク
レ
ス
ト
部
か
ら
上
流
側
地
山
に
延
長
約
七
八
m
に

わ
た
っ
て
連
続
地
中
壁
を
構
築
し
た
。
施
工
は
機
械
式
撹

拌
掘
削
工
法
（
S
M
W
工
法
）
に
よ
り
、
最
大
深
度

一
三
m
ま
で
の
ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト
柱
列
壁
を
造
成
し
た
。

連
続
地
中
壁
の
下
端
か
ら
さ
ら
に
二
〇
〜
四
〇
m
深
部
の

部
分
は
カ
ー
テ
ン
グ
ラ
ウ
チ
ン
グ
に
よ
り
基
礎
処
理
を

行
っ
て
い
る
。

　

堤
体
の
盛
立
に
あ
た
っ
て
は
、
様
々
な
工
夫
を
行
っ
て

い
る
。
一
つ
は
コ
ン
タ
ク
ト
ク
レ
イ
材
張
り
付
け
装
置
の

ダム標準断面図

相川ダムカレー

小
松
菜
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
等
の
野
菜
栽
培
、
放
し
飼
い
に

よ
る
鶏
飼
育
、
多
様
な
農
畜
産
物
の
生
産
や
農
畜
産
物
加

工
品
の
製
造
・
販
売
に
取
り
組
む
。

　

産
地
直
売
所
の
設
置
や
独
自
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
農
産
物

の
販
売
、
リ
ン
ゴ
の
木
の
オ
ー
ナ
ー
制
の
導
入
、
リ
ン
ゴ

狩
り
な
ど
の
取
り
組
み
も
実
施
。
造
成
さ
れ
た
農
地
を
活

用
し
て
、
観
光
農
園
な
ど
消
費
者
の
「
買
う
」、「
食
べ
る
」、

「
体
験
す
る
」、「
見
学
す
る
」
な
ど
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
い
る
。
受
益
地
内
の

館
ヶ
森
エ
リ
ア
へ
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
観
光
客
入
込

数
は
年
間
約
二
二
万
人
だ
。

多
角
的
経
営
の
畜
産
施
設
も
立
地

　

そ
の
一
角
の
「
館
ヶ
森
ア
ー
ク
牧
場
」
で
は
、
館
ヶ
森

高
原
豚
の
保
存
料
・
発
色
剤
無
添
加
の
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー

ジ
が
敷
地
内
の
ハ
ム
工
房
で
加
工
さ
れ
販
売
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
隣
接
す
る
農
地
で
は
小
麦
が
無
農
薬
有
機
栽
培
さ

れ
て
、
そ
の
小
麦
か
ら
手
づ
く
り
パ
ン
が
焼
か
れ
て
販
売

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
品
質
は
高
く
評
価
さ
れ
、
広
く

仙
台
な
ど
の
ほ
か
東
京
、
関
西
方
面
に
も
販
売
さ
れ
て
い

る
。
二
〇
一
七
年
、
二
〇
一
九
年
に
は
J
G
A
P
認
証
を

取
得
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
は
、
敷
地
内
の
「
自
然

食
レ
ス
ト
ラ
ン 

テ
ィ
ル
ズ
」（
二
〇
二
〇
年
に
東
北
初
の

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
レ
ス
ト
ラ
ン
認
証
を
取
得
）
で
も
味
わ
う

こ
と
が
で
き
る
。

　
地
域
の
共
有
財
産
と
し
て

　

そ
の
よ
う
な
経
営
を
可
能
と
し
て
い
る
イ
ン
フ
ラ
基
盤

の
農
地
、
農
道
、
ダ
ム
等
の
か
ん
が
い
施
設
は
、
あ
の
熱

き
思
い
の
下
に
こ
の
地
域
の
共
有
財
産
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
地
域
の
共
有
財
産
と
し
て
関
心
を
深
め
る

た
め
に
、
ダ
ム
、
水
路
施
設
な
ど
の
草
刈
り
で
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
ア
ド
プ
ト
（
養
子
縁
組
）
制
度
を
活
用
し
、

地
域
の
中
で
愛
着
を
醸
成
す
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

る
。
相
川
ダ
ム
の
ダ
ム
サ
イ
ト
に
な
っ
た
所
に
は
正
坊
滝

と
い
う
落
差
四
m
の
滝
が
あ
り
、
そ
の
滝
壺
に
は
正
坊
と

い
う
巨
大
ウ
ナ
ギ
が
棲
息
し
て
い
た
と
い
う
言
い
伝
え
が

あ
る
。
そ
の
伝
説
か
ら
名
が
付
い
た
貯
水
湖
の
「
ま
さ
ぼ

う
湖
」
で
は
毎
年
ま
さ
ぼ
う
湖
祭
が
開
催
さ
れ
、
ダ
ム
施

設
の
一
般
公
開
や
ダ
ム
湖
周
辺
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　

藤
沢
町
住
民
自
治
協
議
会
の
若
者
グ
ル
ー
プ

「
F
E
S
T
」
は
、
町
内
に
あ
る
三
つ
の
か
ん
が
い
用
ダ
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い
。
雨
が
止
ん
だ
後
の
盛
立
面
の
品
質
回
復
と
早
期
の
盛

立
再
開
に
大
き
な
効
果
を
上
げ
た
。

こ
の
地
の
永
き
い
や
さ
か
を
願
う

　

晩
秋
の
陽
光
を
浴
び
て
波
打
つ
藤
沢
の
丘
陵
に
、
イ
タ

リ
ア
地
方
の
広
大
な
農
園
の
光
景
を
彷
彿
と
さ
せ
る
館
ヶ

森
ア
ー
ク
牧
場
の
佇

ま
い
、
天
高
く
吸
い

込
ま
れ
る
よ
う
に
澄

み
渡
る
紺
碧
の
青
空

の
下
に
真
っ
赤
な
大

玉
の
果
実
が
鈴
生
り

に
実
を
つ
け
て
広
が

る
り
ん
ご
園
、
ハ
ッ

と
息
を
呑
む
よ
う
な

美
し
い
田
園
風
景
だ
。

　

凛
と
冴
え
わ
た
る

夕
空
の
雲
間
か
ら
射

す
一
条
の
陽
光
が
、

相
川
ダ
ム
の
ま
さ
ぼ

う
湖
の
湖
面
に
差
し

て
静
か
に
照
り
輝
く

の
を
眺
め
て
い
る
と
、

こ
の
地
の
永
き
い
や

さ
か
を
皆
で
乞
い

願
っ
た
あ
の
熱
き
思

い
の
熱
量
が
、
今
も
こ
の
湖

底
に
溜
め
ら
れ
て
い
て
、
湖

底
の
正
坊
が
こ
の
地
の
隅
々

ま
で
脈
々
と
配
り
続
け
る
ぞ
、

そ
う
語
っ
て
い
る
よ
う
な
気

配
が
し
た
。

　

藤
沢
地
域
の
未
来
を
変
え
た

世
紀
の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

藤
沢
土
地
改
良
区　

事
務
局
次
長

藤
代
　
崇
　

　

当
土
地
改
良
区
が
位
置
す
る
一
関
市
の
令
和

元
年
度
現
在
の
総
人
口
は
約
一
一
五
、〇
〇
〇

人
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
藤
沢
地
域
の
人
口
は

約
七
、七
〇
〇
人
で
す
。

　

こ
の
一
関
市
に
は
、
な
ん
と
三
つ
も
ダ
ム

が
あ
り
、
三
つ
と
も
藤
沢
地
域
に
あ
り
ま
す
。

二
つ
が
国
営
藤
沢
開
拓
建
設
事
業
に
よ
り
建

設
さ
れ
た
相
川
ダ
ム
と
千
松
ダ
ム
、
も
う
一

つ
が
県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
藤
崎
地
区
に

よ
り
建
設
さ
れ
た
金
越
沢
ダ
ム
の
合
計
三
つ

の
ダ
ム
で
す
。

　

こ
の
三
つ
の
ダ
ム
を
建
設
し
た
事
業
や
関

連
事
業
が
、『
藤
沢
地
域
の
未
来
を
変
え
た
世

紀
の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』で
あ
っ
た
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
現
在
の
一
関
市
全
体
の
高
齢

化
率
は
三
五
・
九
％
で
す
が
、
藤
沢
地
域
の

高
齢
化
率
は
四
〇
・
四
％
で
あ
り
市
内
八
地

域
で
見
る
と
高
齢
化
率
が
高
い
方
か
ら
三
番

目
で
す
。

　

こ
の
事
業
に
よ
り
基
幹
産
業
の
一
つ
と
し

て
、農
業
等
の
基
盤
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
イ

ン
フ
ラ
も
一
緒
に
整
備
さ
れ
、地
場
の
農
畜
産

企
業
等
の
設
立
な
ど
が
進
み
、
農
畜
産
業
が

地
域
を
発
展
さ
せ
、
地
域
の
雇
用
を
増
や
し
、

雇
用
の
場
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、過
疎
や
高

齢
化
率
が
こ
の
程
度
で
踏
み
と
ど
ま
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

も
し
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
関
連
事
業
等

の
仕
事
が
な
か
っ
た
ら
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
？
当
時
の
若
手
〜
中
堅
世
代
で
あ
り
今

の
六
〇
〜
七
〇
代
の
住
民
が「
お
ら
こ
ん
な

マ
チ
い
や
だ
〜
、
東
京
さ
い
ぐ
だ
〜
」と
思

い
大
都
市
圏
へ
就
職
し
て
し
ま
い
、
こ
の
地

域
に
い
な
け
れ
ば
、
次
の
世
代
で
あ
る
今
の

三
〇
代
〜
五
〇
代
が
こ
の
地
域
に
は
い
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
？
こ
の
た
め
過
疎
が

さ
ら
に
進
み
、
高
齢
化
率
が
今
よ
り
も
高
く
、

若
者
が
い
な
い
、
地
域
の
活
力
も
な
い
地
域

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

課
題
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
お
か
げ
で
な
ん
と
か
地
域
を
維
持
で
き

て
い
る
、
こ
の『
世
紀
の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
藤
沢
の
未
来
を
変
え
た
』と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
ダ
ム
な
ど
貴
重
な
地
域
の
資
源
を

活
用
し
な
が
ら
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携

し
地
域
の
発
展
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
令
和
二
年
度
は
住

民
自
治
協
議
会
や
民
間
企
業
と
の
共
同
企
画

で
ダ
ム
カ
レ
ー
開
発
に
携
わ
り
、
藤
沢
に
も

ダ
ム
カ
レ
ー
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
近
く
を

通
る
際
に
は
ぜ
ひ
ご
賞
味
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

まさぼう湖の夕景

開
発
だ
。
当
ダ
ム
で
は
コ
ン
タ
ク
ト
ク
レ
イ
材
を
球
状
の

粘
土
玉
に
し
て
人
力
で
投
げ
つ
け
た
後
に
木
槌
で
叩
い
て

整
形
す
る
方
法
が
と
ら
れ
た
が
、
粘
土
玉
の
作
成
に
手
間

が
か
か
る
。
こ
の
作
業
を
機
械
化
す
る
粘
土
玉
作
成
装
置

を
開
発
し
た
。

　

二
つ
め
は
コ
ア
材
料
の
盛
立
時
の
含
水
比
を
厳
密
に
管

理
す
る
た
め
の
重
機
搭
載
型
含
水
比
調
整
装
置
の
開
発
で

あ
る
。
当
ダ
ム
の
場
合
、
コ
ア
材
料
の
自
然
含
水
比
が
最

適
含
水
比
よ
り
乾
燥
側
に
あ
る
た
め
、
加
水
調
整
が
必
要

に
な
る
。
こ
の
た
め
、
コ
ア

材
の
粗
粒
材
と
細
粒
材
の
ス

ト
ッ
ク
パ
イ
ル
仮
置
場
で
行

う
掘
削
・
押
土
作
業
の
た
め

に
、
散
水
装
置
を
備
え
た
ブ

ル
ド
ー
ザ
を
開
発
し
た
。
盛

立
材
料
の
混
合
作
業
を
行
い

な
が
ら
同
時
に
含
水
比
の
調

整
が
で
き
る
た
め
、
錯
綜
す

る
余
分
な
作
業
工
程
が
不
要

と
な
っ
て
安
全
性
が
向
上
し
、

作
業
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ

れ
た
。

　

三
つ
め
は
コ
ア
養
生
シ
ー

ト
の
改
良
だ
。
降
雨
時
に
盛

立
面
養
生
に
一
般
的
に
使
用

す
る
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
で
は
な

く
、
強
度
が
大
き
く
遮
水
機

能
に
優
れ
、
か
つ
通
気
性
の

良
い
ナ
イ
ロ
ン
タ
ー
ポ
リ
ン

素
材
の
シ
ー
ト
を
使
用
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
盛
立
面
へ
の
降

雨
浸
透
を
よ
り
効
果
的
に
抑

制
で
き
る
と
と
も
に
、
晴
天

時
に
は
短
時
間
で
あ
れ
ば

シ
ー
ト
養
生
の
ま
ま
で
も
コ

ア
含
水
比
に
影
響
を
与
え
な

　

相
川
ダ
ム
の
思
い
出

元
相
川
ダ
ム
建
設
工
事

特
定
建
設
工
事
企
業
体
所
長

（
㈱
熊
谷
組
）

伊
藤
　
隆
　

　

平
成
四
年
五
月
か
ら
平
成
九
年
三
月
ま
で

相
川
ダ
ム
の
建
設
工
事
に
従
事
し
て
い
ま
し

た
。
現
地
に
乗
り
込
ん
だ
直
後
に
仮
排
水
ト

ン
ネ
ル
に
着
工
し
、
堤
体
基
礎
掘
削
、
洪
水

吐
工
事
、
基
礎
処
理
、
堤
体
盛
立
工
事
、
原

石
山
工
事
、
取
水
・
放
流
設
備
、
ト
ン
ネ
ル

閉
塞
、
試
験
湛
水
ま
で
を
担
当
し
た
ダ
ム
で

し
た
。

　

途
中
か
ら
企
業
体
の
所
長
を
命
じ
ら
れ
、

そ
の
職
責
を
果
た
す
た
め
日
々
奮
闘
し
ま
し

た
。
発
注
者
、
関
係
者
の
皆
様
に
は
暖
か
い

ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ダ
ム
の
基
礎
岩
盤
は
、
古
生
代
二
畳
紀
の

千
枚
岩
質
粘
板
岩
を
基
礎
と
し
て
、
堤
敷
か

ら
左
岸
リ
ム
部
に
抜
け
る
F
2
断
層
と
、
D

級
礫
岩
、
左
岸
斜
面
部
に
走
る
F
3
断
層
、

右
岸
斜
面
部
の
F
4
断
層
が
存
在
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
影
響
に
よ
り
、
①
監
査
廊
掘
削

時
に
コ
ア
敷
全
幅
ま
で
の
法
面
崩
壊
、
②
左

岸
リ
ム
部
礫
岩
の
高
透
水
性
、
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
対
策
と
し
て
、
①
は
鋼
製
ス
ラ
イ

ド
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
置
換
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

成
、
②
は
種
々
検
討
の
結
果
、
連
続
地
中
壁

（
S
M
W
工
法
）、
を
採
用
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
技
術
開
発
の
事
例
と
し
て
、
③
コ
ア
材
の

重
機
搭
載
型
混
合
含
水
比
調
整
装
置
（
特
許

申
請
）、
④
洪
水
吐
ベ
ー
ス
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
ス
リ
ッ
プ
工
法
に
よ
る
連
続
打
設
、
に
よ

り
省
力
化
と
品
質
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

堤
体
盛
立
は
品
質
で
造
り
込
む
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
コ
ア
と
フ
ィ
ル
タ
ー
ゾ
ー
ン
の
盛

立
境
界
を
厳
密
に
管
理
し
、
丁
張
を
掛
け
て

施
工
し
ま
し
た
。
転
圧
後
は
常
に
見
映
え
が

良
く
、
職
長
た
ち
は
自
負
心
と
自
信
を
深
め
、

さ
ら
に
奮
起
し
ま
し
た
。
一
方
、
安
全
管
理

も
品
質
の
一
環
と
し
て
捉
え
、
多
岐
に
渡
る

作
業
標
準
を
充
実
さ
せ
、
職
長
会
を
中
心
と

し
た
和
の
あ
る
作
業
所
運
営
を
し
て
無
事
故

を
継
続
し
ま
し
た
。

　

平
成
八
年
十
二
月
に
試
験
湛
水
を
開
始
、

十
年
五
月
に
常
時
満
水
位
に
達
し
、
十
月
に

竣
工
し
ま
し
た
。そ
し
て
ダ
ム
湖
で
あ
る「
ま

さ
ぼ
う
湖
」
の
悠
久
の
役
割
を
祈
念
し
て
離

任
し
ま
し
た
。

含水比調整ブルドーザ作業状況
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い
。
雨
が
止
ん
だ
後
の
盛
立
面
の
品
質
回
復
と
早
期
の
盛

立
再
開
に
大
き
な
効
果
を
上
げ
た
。

こ
の
地
の
永
き
い
や
さ
か
を
願
う

　

晩
秋
の
陽
光
を
浴
び
て
波
打
つ
藤
沢
の
丘
陵
に
、
イ
タ

リ
ア
地
方
の
広
大
な
農
園
の
光
景
を
彷
彿
と
さ
せ
る
館
ヶ

森
ア
ー
ク
牧
場
の
佇

ま
い
、
天
高
く
吸
い

込
ま
れ
る
よ
う
に
澄

み
渡
る
紺
碧
の
青
空

の
下
に
真
っ
赤
な
大

玉
の
果
実
が
鈴
生
り

に
実
を
つ
け
て
広
が

る
り
ん
ご
園
、
ハ
ッ

と
息
を
呑
む
よ
う
な

美
し
い
田
園
風
景
だ
。

　

凛
と
冴
え
わ
た
る

夕
空
の
雲
間
か
ら
射

す
一
条
の
陽
光
が
、

相
川
ダ
ム
の
ま
さ
ぼ

う
湖
の
湖
面
に
差
し

て
静
か
に
照
り
輝
く

の
を
眺
め
て
い
る
と
、

こ
の
地
の
永
き
い
や

さ
か
を
皆
で
乞
い

願
っ
た
あ
の
熱
き
思

い
の
熱
量
が
、
今
も
こ
の
湖

底
に
溜
め
ら
れ
て
い
て
、
湖

底
の
正
坊
が
こ
の
地
の
隅
々

ま
で
脈
々
と
配
り
続
け
る
ぞ
、

そ
う
語
っ
て
い
る
よ
う
な
気

配
が
し
た
。

　

藤
沢
地
域
の
未
来
を
変
え
た

世
紀
の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

藤
沢
土
地
改
良
区　

事
務
局
次
長

藤
代
　
崇
　

　

当
土
地
改
良
区
が
位
置
す
る
一
関
市
の
令
和

元
年
度
現
在
の
総
人
口
は
約
一
一
五
、〇
〇
〇

人
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
藤
沢
地
域
の
人
口
は

約
七
、七
〇
〇
人
で
す
。

　

こ
の
一
関
市
に
は
、
な
ん
と
三
つ
も
ダ
ム

が
あ
り
、
三
つ
と
も
藤
沢
地
域
に
あ
り
ま
す
。

二
つ
が
国
営
藤
沢
開
拓
建
設
事
業
に
よ
り
建

設
さ
れ
た
相
川
ダ
ム
と
千
松
ダ
ム
、
も
う
一

つ
が
県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
藤
崎
地
区
に

よ
り
建
設
さ
れ
た
金
越
沢
ダ
ム
の
合
計
三
つ

の
ダ
ム
で
す
。

　

こ
の
三
つ
の
ダ
ム
を
建
設
し
た
事
業
や
関

連
事
業
が
、『
藤
沢
地
域
の
未
来
を
変
え
た
世

紀
の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』で
あ
っ
た
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
現
在
の
一
関
市
全
体
の
高
齢

化
率
は
三
五
・
九
％
で
す
が
、
藤
沢
地
域
の

高
齢
化
率
は
四
〇
・
四
％
で
あ
り
市
内
八
地

域
で
見
る
と
高
齢
化
率
が
高
い
方
か
ら
三
番

目
で
す
。

　

こ
の
事
業
に
よ
り
基
幹
産
業
の
一
つ
と
し

て
、農
業
等
の
基
盤
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
イ

ン
フ
ラ
も
一
緒
に
整
備
さ
れ
、地
場
の
農
畜
産

企
業
等
の
設
立
な
ど
が
進
み
、
農
畜
産
業
が

地
域
を
発
展
さ
せ
、
地
域
の
雇
用
を
増
や
し
、

雇
用
の
場
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、過
疎
や
高

齢
化
率
が
こ
の
程
度
で
踏
み
と
ど
ま
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

も
し
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
関
連
事
業
等

の
仕
事
が
な
か
っ
た
ら
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
？
当
時
の
若
手
〜
中
堅
世
代
で
あ
り
今

の
六
〇
〜
七
〇
代
の
住
民
が「
お
ら
こ
ん
な

マ
チ
い
や
だ
〜
、
東
京
さ
い
ぐ
だ
〜
」と
思

い
大
都
市
圏
へ
就
職
し
て
し
ま
い
、
こ
の
地

域
に
い
な
け
れ
ば
、
次
の
世
代
で
あ
る
今
の

三
〇
代
〜
五
〇
代
が
こ
の
地
域
に
は
い
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
？
こ
の
た
め
過
疎
が

さ
ら
に
進
み
、
高
齢
化
率
が
今
よ
り
も
高
く
、

若
者
が
い
な
い
、
地
域
の
活
力
も
な
い
地
域

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

課
題
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
お
か
げ
で
な
ん
と
か
地
域
を
維
持
で
き

て
い
る
、
こ
の『
世
紀
の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
藤
沢
の
未
来
を
変
え
た
』と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
ダ
ム
な
ど
貴
重
な
地
域
の
資
源
を

活
用
し
な
が
ら
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携

し
地
域
の
発
展
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
令
和
二
年
度
は
住

民
自
治
協
議
会
や
民
間
企
業
と
の
共
同
企
画

で
ダ
ム
カ
レ
ー
開
発
に
携
わ
り
、
藤
沢
に
も

ダ
ム
カ
レ
ー
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
近
く
を

通
る
際
に
は
ぜ
ひ
ご
賞
味
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

まさぼう湖の夕景

開
発
だ
。
当
ダ
ム
で
は
コ
ン
タ
ク
ト
ク
レ
イ
材
を
球
状
の

粘
土
玉
に
し
て
人
力
で
投
げ
つ
け
た
後
に
木
槌
で
叩
い
て

整
形
す
る
方
法
が
と
ら
れ
た
が
、
粘
土
玉
の
作
成
に
手
間

が
か
か
る
。
こ
の
作
業
を
機
械
化
す
る
粘
土
玉
作
成
装
置

を
開
発
し
た
。

　

二
つ
め
は
コ
ア
材
料
の
盛
立
時
の
含
水
比
を
厳
密
に
管

理
す
る
た
め
の
重
機
搭
載
型
含
水
比
調
整
装
置
の
開
発
で

あ
る
。
当
ダ
ム
の
場
合
、
コ
ア
材
料
の
自
然
含
水
比
が
最

適
含
水
比
よ
り
乾
燥
側
に
あ
る
た
め
、
加
水
調
整
が
必
要

に
な
る
。
こ
の
た
め
、
コ
ア

材
の
粗
粒
材
と
細
粒
材
の
ス

ト
ッ
ク
パ
イ
ル
仮
置
場
で
行

う
掘
削
・
押
土
作
業
の
た
め

に
、
散
水
装
置
を
備
え
た
ブ

ル
ド
ー
ザ
を
開
発
し
た
。
盛

立
材
料
の
混
合
作
業
を
行
い

な
が
ら
同
時
に
含
水
比
の
調

整
が
で
き
る
た
め
、
錯
綜
す

る
余
分
な
作
業
工
程
が
不
要

と
な
っ
て
安
全
性
が
向
上
し
、

作
業
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ

れ
た
。

　

三
つ
め
は
コ
ア
養
生
シ
ー

ト
の
改
良
だ
。
降
雨
時
に
盛

立
面
養
生
に
一
般
的
に
使
用

す
る
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
で
は
な

く
、
強
度
が
大
き
く
遮
水
機

能
に
優
れ
、
か
つ
通
気
性
の

良
い
ナ
イ
ロ
ン
タ
ー
ポ
リ
ン

素
材
の
シ
ー
ト
を
使
用
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
盛
立
面
へ
の
降

雨
浸
透
を
よ
り
効
果
的
に
抑

制
で
き
る
と
と
も
に
、
晴
天

時
に
は
短
時
間
で
あ
れ
ば

シ
ー
ト
養
生
の
ま
ま
で
も
コ

ア
含
水
比
に
影
響
を
与
え
な

　

相
川
ダ
ム
の
思
い
出

元
相
川
ダ
ム
建
設
工
事

特
定
建
設
工
事
企
業
体
所
長

（
㈱
熊
谷
組
）

伊
藤
　
隆
　

　

平
成
四
年
五
月
か
ら
平
成
九
年
三
月
ま
で

相
川
ダ
ム
の
建
設
工
事
に
従
事
し
て
い
ま
し

た
。
現
地
に
乗
り
込
ん
だ
直
後
に
仮
排
水
ト

ン
ネ
ル
に
着
工
し
、
堤
体
基
礎
掘
削
、
洪
水

吐
工
事
、
基
礎
処
理
、
堤
体
盛
立
工
事
、
原

石
山
工
事
、
取
水
・
放
流
設
備
、
ト
ン
ネ
ル

閉
塞
、
試
験
湛
水
ま
で
を
担
当
し
た
ダ
ム
で

し
た
。

　

途
中
か
ら
企
業
体
の
所
長
を
命
じ
ら
れ
、

そ
の
職
責
を
果
た
す
た
め
日
々
奮
闘
し
ま
し

た
。
発
注
者
、
関
係
者
の
皆
様
に
は
暖
か
い

ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ダ
ム
の
基
礎
岩
盤
は
、
古
生
代
二
畳
紀
の

千
枚
岩
質
粘
板
岩
を
基
礎
と
し
て
、
堤
敷
か

ら
左
岸
リ
ム
部
に
抜
け
る
F
2
断
層
と
、
D

級
礫
岩
、
左
岸
斜
面
部
に
走
る
F
3
断
層
、

右
岸
斜
面
部
の
F
4
断
層
が
存
在
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
影
響
に
よ
り
、
①
監
査
廊
掘
削

時
に
コ
ア
敷
全
幅
ま
で
の
法
面
崩
壊
、
②
左

岸
リ
ム
部
礫
岩
の
高
透
水
性
、
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
対
策
と
し
て
、
①
は
鋼
製
ス
ラ
イ

ド
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
置
換
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

成
、
②
は
種
々
検
討
の
結
果
、
連
続
地
中
壁

（
S
M
W
工
法
）、
を
採
用
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
技
術
開
発
の
事
例
と
し
て
、
③
コ
ア
材
の

重
機
搭
載
型
混
合
含
水
比
調
整
装
置
（
特
許

申
請
）、
④
洪
水
吐
ベ
ー
ス
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
ス
リ
ッ
プ
工
法
に
よ
る
連
続
打
設
、
に
よ

り
省
力
化
と
品
質
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

堤
体
盛
立
は
品
質
で
造
り
込
む
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
コ
ア
と
フ
ィ
ル
タ
ー
ゾ
ー
ン
の
盛

立
境
界
を
厳
密
に
管
理
し
、
丁
張
を
掛
け
て

施
工
し
ま
し
た
。
転
圧
後
は
常
に
見
映
え
が

良
く
、
職
長
た
ち
は
自
負
心
と
自
信
を
深
め
、

さ
ら
に
奮
起
し
ま
し
た
。
一
方
、
安
全
管
理

も
品
質
の
一
環
と
し
て
捉
え
、
多
岐
に
渡
る

作
業
標
準
を
充
実
さ
せ
、
職
長
会
を
中
心
と

し
た
和
の
あ
る
作
業
所
運
営
を
し
て
無
事
故

を
継
続
し
ま
し
た
。

　

平
成
八
年
十
二
月
に
試
験
湛
水
を
開
始
、

十
年
五
月
に
常
時
満
水
位
に
達
し
、
十
月
に

竣
工
し
ま
し
た
。そ
し
て
ダ
ム
湖
で
あ
る「
ま

さ
ぼ
う
湖
」
の
悠
久
の
役
割
を
祈
念
し
て
離

任
し
ま
し
た
。
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